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Ⅰ．調査概要 

１．調査の目的 

「江南市戦略計画」に掲げた指標・目標値のうち、市民の意識や満足度、行動の実践度を示す

ものについて、計画の中期期間の最終年度にあたり、目標の達成状況を確認するために、市民調

査を実施しました。 

 

２．調査の方法 

【調査期間】 

平成 25 年 4 月 26 日～平成 25 年 5 月 15 日 

【調査対象】 

平成 25 年 4 月 1 日現在、江南市に居住する満 18 歳以上の人から、無作為で 1,800 人を抽出 

【調査方法】 

調査票を対象者各人宛てに郵送配布、市役所への郵送回収 

 

３．回収状況 

【発  送】 1,800 票 

【回  収】 825 票 

【回 収 率】 45.8% 

【有効回答】 823 票（全問無回答であるため集計に含めない回答票：2 票） 

 

４．表・グラフ等の見方 

・表・グラフ中の構成比（％）は、小数第 2 位を四捨五入して表示しているため、合計は必ずし

も 100％にはなりません。 

・表・グラフ中の「無回答」には、無効回答を含んでいます。 

・複数回答式の設問の場合、回答割合は回答数を分母として算出しています。そのため、選択肢

ごとの回答の割合を合計した場合、100％を超える場合があります。 

・設問や選択肢は、実際の調査票のものを短縮して標記してある場合があります。 

・設問によっては、過去の調査結果との比較分析をしています。過去の調査とは、以下を指しま

す。 

   H18 調査：「江南市市民意向調査」平成 18 年 4 月実施 

   H19 調査：「江南市市民満足度調査」平成 19 年 5 月実施 

   H22 調査：「江南市市民満足度調査」平成 22 年 4～5 月実施 
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Ⅱ．調査結果 

１．回答者の属性 

 

問１(１) あなたの性別は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男性が 44.3％、女性が 54.7％となっており、女性の割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

問１(２) あなたの年齢は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最も多いのは「60 歳～69 歳」の 24.2％、次いで「40 歳～49 歳」の 17.1％、「70 歳以上」の 16.8％、

「50 歳～59 歳」の 15.2％、「30 歳～39 歳」の 14.9％、「18 歳～29 歳」の 10.8％となっています。 

 

■性別 

■年齢 

回答数 構成比

男 365 44.3%

女 450 54.7%

無回答 8 1.0%

合　計 823 100.0%

女
54.7%

無回答
1.0%

男
44.3%

回答数 構成比

18歳～29歳 89 10.8%

30歳～39歳 123 14.9%

40歳～49歳 141 17.1%

50歳～59歳 125 15.2%

60歳～69歳 199 24.2%

70歳以上 138 16.8%

無回答 8 1.0%

合　計 823 100.0%

30歳～39歳
14.9%

40歳～49歳
17.1%

50歳～59歳
15.2%

60歳～69歳
24.2%

70歳以上
16.8%

無回答
1.0%

18歳～29歳
10.8%
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問１(３) お住いの小学校区は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最も多いのは「古知野南小」の 14.3％、次いで「布袋小」の 13.9％、「古知野東小」の 12.9％、「宮田

小」の 11.5％、「古知野北小」の 8.3％、「草井小」の 8.1％、「古知野西小」の 7.8%、「布袋北小」の

7.5%、「門弟山小」の 7.0%、「藤里小」の 6.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■お住い 

古知野西小
7.8%

古知野南小
14.3%

古知野北小
8.3%布袋小

13.9%

布袋北小
7.5%

宮田小
11.5%

わからない
1.2%

門弟山小
7.0%

藤里小
6.0%

草井小
8.1%

無回答
1.5%

古知野東小
12.9%

回答数 構成比

古知野東小 106 12.9%

古知野西小 64 7.8%

古知野南小 118 14.3%

古知野北小 68 8.3%

布袋小 114 13.9%

布袋北小 62 7.5%

宮田小 95 11.5%

草井小 67 8.1%

藤里小 49 6.0%

門弟山小 58 7.0%

わからない 10 1.2%

無回答 12 1.5%

合　計 823 100.0%
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２．住みよさ 

 

問２(１) あなたにとって、江南市は住みやすいところですか。（１つ選択） 

 

 

14.6%

12.1%

14.9%

大変

住みやすい

59.9%

65.5%

64.5%

どちらかといえば

住みやすい

14.3%

13.5%

13.5%

どちらかといえば

住みにくい

1.8%

1.8%

1.5%

大変

住みにくい

9.0%

5.2%

4.6%

わからない

1.8%

0.4%

1.0%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 

 「大変住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせると、79.4％が住みやすいと回答して

います。一方、「どちらかといえば住みにくい」と「大変住みにくい」を合わせると、15.0%が住みに

くいと回答しています。 

 H18 調査からの推移をみると、「大変住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせた割合

は、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

問２(２) あなたは、今後も江南市にお住みになりたいですか。（１つ選択） 

 

今後も市内に

住み続けたい

66.0%

68.2%

68.9%

できれば市外に

移りたい

10.6%

11.4%

9.6%

市外に移る

予定である

2.0%

1.7%

1.2%

わからない

16.5%

19.4%

18.0%

無回答

2.0%

2.2%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「今後も市内に住み続けたい」が 68.9％と最も多くなっています。他方で、「できれば市外に移りたい」

が 9.6％、「市外に移る予定である」が 1.2％となっています。 

 H18 調査からの推移を見ると、「今後も市内に住み続けたい」がわずかながら増加傾向となっています。

「できれば市外に移りたい」は、H 22 調査から H25 調査で若干減少しています。 

■住みよさ 

■定住意向 

 

回答数 構成比

大変住みやすい 123 14.9%

どちらかといえば
住みやすい

531 64.5%

どちらかといえば
住みにくい

111 13.5%

大変住みにくい 12 1.5%

わからない 38 4.6%

無回答 8 1.0%

合　計 823 100.0%

回答数 構成比
今後も市内に
住み続けたい

567 68.9%

できれば市外に
移りたい

79 9.6%

市外に移る予定
である

10 1.2%

わからない 148 18.0%

無回答 19 2.3%

合　計 823 100.0%
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問２(３) 市外に移りたい、または移る予定の理由は何ですか。（３つまで選択） 

※問２（２）で、「できれば市外に移りたい」または「市外に移る予定である」を選んだ人が回答。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位５位の理由
１位 ２位 ３位

H18
道路・下水道など
の都市基盤整備
が遅れている

通勤や通学に不
便である

買い物や娯楽を
楽しめる環境でな
い

仕事、学校、家族
の都合でやむをえ
ない

公園などの緑地
が少ない

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

H22
道路・下水道など
の都市基盤整備
が遅れている

医療・福祉（子育
て除く）サービス
がよくない

通勤や通学に不
便である

買い物や娯楽を
楽しめる環境でな
い

公園などの緑地
が少ない

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

H25
道路・下水道など
の都市基盤整備
が遅れている

通勤や通学に不
便である

近所付き合いなど
がわずらわしい

買い物や娯楽を
楽しめる環境でな
い

医療・福祉(子育
て除く）サービス
がよくない

４位

 

     「その他」を除く 

 

■移りたい／移る理由 

 

回答数 割合

15 16.9%

18 20.2%

21 23.6%

6 6.7%

9 10.1%

6 6.7%

17 19.1%

10 11.2%

25 28.1%

11 12.4%

6 6.7%

11 12.4%

19 21.3%

28 31.5%

202 -

割合＝回答数／回答者数（n=89)

その他

治安・防犯が心配である

悪臭や騒音等により生活環境がよくない

仕事、学校、家族の都合でやむをえない

買い物や娯楽を楽しめる環境でない

通勤や通学に不便である

商売や事業を行いやすい環境でない

教養を深める場が少ない

近所付き合いなどがわずらわしい

医療・福祉(子育て除く）サービスがよくない

子育て環境（保育や教育）がよくない

道路・下水道などの都市基盤整備が遅れている

公園などの緑地が少ない

土地の価格が高く、満足する住宅用地の確保が難しい

合　計
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22.0%

23.7%

24.9%

9.8%

10.4%

12.7%

20.2%

16.2%

29.5%

22.0%

6.9%

12.7%

16.8%

15.0%

16.7%

25.9%

28.7%

8.3%

15.7%

7.4%

29.6%

13.9%

33.3%

22.2%

8.3%

12.0%

10.2%

10.2%

16.9%

20.2%

23.6%

6.7%

10.1%

6.7%

19.1%

11.2%

28.1%

12.4%

6.7%

12.4%

21.3%

31.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

仕事、学校、家族の都合でやむをえない

買い物や娯楽を楽しめる環境でない

通勤や通学に不便である

商売や事業を行いやすい環境でない

治安・防犯が心配である

悪臭や騒音等により生活環境がよくない

医療・福祉(子育て除く）サービスがよくない

子育て環境（保育や教育）がよくない

道路・下水道などの都市基盤整備が遅れている

公園などの緑地が少ない

土地の価格が高く、満足する住宅用地の確保が難しい

教養を深める場が少ない

近所付き合いなどがわずらわしい

その他

H18

H22

H25

割合＝回答数／回答者数（n=89)

 

 

 最も多いのは「道路･下水道などの都市基盤整備が遅れている」の 25 件（28.1％）、次いで「通勤や通

学に不便である」の 21 件（23.6％）、「近所付き合いなどがわずらわしい」の 19 件（21.3％）、「買い

物や娯楽を楽しめる環境でない」の 18 件（20.2％）、「医療・福祉（子育て除く）サービスがよくない」

の 17 件（19.1％）となっています。（「その他」を除く） 

 H22 調査と比較すると、「近所付き合いなどがわずらわしい」を挙げた人の割合が大幅に増えている一

方、「治安・防犯が心配である」、「医療・福祉（子育て除く）サービスがよくない」、「公園などの緑地

が少ない」を挙げた人の割合が大幅に減っています。 

 「その他」の回答が 28 件（31.5%）と多くなっています。内訳としては、税金が高い（6 件）、ゴミが

出しづらい（3 件）、大雨が降ると冠水する（2 件）、交通の便が悪い（2 件）、人間関係（2 件）、市か

らの町内会仕事の押し付け（1 件）などの回答がありました。 
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３．各施策に対する意識・満足度 

 

問３（１） 地域で防犯・防災活動が行われ、安心・安全なまちになっていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 86 10.4%

どちらかといえば
そう思う

440 53.5%

どちらかといえば
そう思わない

192 23.3%

そう思わない 87 10.6%

無回答 18 2.2%

合　計 823 100.0%

そう思う

4.2%

10.7%

10.4%

どちらかといえば

そう思う

41.0%

51.7%

53.5%

どちらかといえば

そう思わない

36.7%

25.4%

23.3%

そう思わない

9.8%

15.0%

10.6%

無回答

3.2%

2.4%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 63.9％となっており、H22 調査の 62.4%と比

較すると若干増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

問３（２） 住宅の耐震診断の実施や非常持ち出し袋・食料品などを準備し災害に備えていますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 94 11.4%

どちらかといえば
そう思う

265 32.2%

どちらかといえば
そう思わない

203 24.7%

そう思わない 185 22.5%

わからない 43 5.2%

無回答 33 4.0%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

1.3%

12.4%

11.4%

どちらかといえば

そう思う

13.1%

29.0%

32.2%

どちらかといえば

そう思わない

25.7%

20.5%

24.7%

そう思わない

24.5%

49.6%

22.5%

わからない

6.5%

7.5%

5.2%

無回答

4.0%

6.1%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 43.6％となっており、H22 調査の 41.4％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

■防災・地域防犯 
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問３（３） 大規模災害や非常事態の場合の危機管理体制（マニュアルの整備、避難路の確保等）が整っていると思いますか。（１

つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 38 4.6%

どちらかといえば
そう思う

254 30.9%

どちらかといえば
そう思わない

331 40.2%

そう思わない 172 20.9%

無回答 28 3.4%

合　計 823 100.0%

そう思う

4.6%

5.3%

2.7%

どちらかといえば

そう思う

30.9%

31.3%

22.7%

どちらかといえば

そう思わない

40.2%

36.5%

51.0%

そう思わない

20.9%

19.7%

23.3%

無回答

3.4%

3.5%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 35.5％となっており、H22 調査の 36.6％と比

較すると若干減っています。 

 H19 調査から H22 調査では増加し、H25 調査では減少したものの、H19 調査の 25.4％は上回る水準

となっています。 

 

 

 

 

 

問３（４） 火事や事故などの災害発生時には、迅速に消火・救急・救助活動が行われるなど、安心して暮らせるまちだと思いま

すか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 130 15.8%

どちらかといえば
そう思う

411 49.9%

どちらかといえば
そう思わない

132 16.0%

そう思わない 43 5.2%

わからない 93 11.3%

無回答 14 1.7%

合　計 823 100.0%

そう思う

4.6%

16.4%

15.8%

どちらかといえば

そう思う

37.4%

50.1%

49.9%

どちらかといえば

そう思わない

17.1%

16.3%

16.0%

そう思わない

5.7%

11.9%

5.2%

わからない

24.8%

10.0%

11.3%

無回答

1.7%

1.6%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 65.7％となっており H22 調査の 66.5％と比較

すると大きな変化は見られません。 

 なお、H18 調査から H22 調査では、増加しています。 

 

■消防・救急 
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問３（５） 自宅に、住宅用火災警報器を設置していますか。（１つ選択） 

設置している

20.9%

59.6%

67.7%

設置していない

76.7%

39.7%

30.9%

無回答

0.7%

2.4%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「設置している」が 67.7％となっており、H22 調査の 59.6％と比較すると増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（６） 迅速かつ適切に、行政サービスを受けることができていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 85 10.3%

どちらかといえば
そう思う

349 42.4%

どちらかといえば
そう思わない

185 22.5%

そう思わない 80 9.7%

わからない 110 13.4%

無回答 14 1.7%

合　計 823 100.0%

そう思う

10.3%

9.1%

2.2%

どちらかといえば

そう思う

42.4%

37.4%

24.0%

どちらかといえば

そう思わない

22.5%

26.5%

22.6%

そう思わない

9.7%

18.1%

12.4%

わからない

13.4%

12.4%

28.4%

無回答

1.7%

4.6%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 52.7％となっており、H22 調査の 46.5％と比

較すると増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■市民生活 

回答数 構成比

設置している 557 67.7%

設置していない 254 30.9%

無回答 12 1.5%

合　計 823 100.0%
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問３（７） 誰もが公共交通により市内の必要な場所に行くことができ、便利に暮らすことができていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 49 6.0%

どちらかといえば
そう思う

172 20.9%

どちらかといえば
そう思わない

252 30.6%

そう思わない 292 35.5%

わからない 44 5.3%

無回答 14 1.7%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

3.7%

5.1%

6.0%

どちらかといえば

そう思う

15.8%

19.5%

20.9%

どちらかといえば

そう思わない

18.4%

32.4%

30.6%

そう思わない

37.7%

48.3%

35.5%

わからない

10.0%

3.6%

5.3%

無回答

1.6%

3.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 26.9％となっており、H22 調査の 24.6％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（８） 生活を便利に快適にするための商品やサービスを提供する生活産業が活性化し、生活しやすいと思いますか。（１つ選

択） 

回答数 構成比

そう思う 80 9.7%

どちらかといえば
そう思う

337 40.9%

どちらかといえば
そう思わない

263 32.0%

そう思わない 125 15.2%

無回答 18 2.2%

合　計 823 100.0%
 

9.7%

8.1%

7.8%

そう思う

40.9%

37.6%

39.6%

どちらかといえば

そう思う

32.0%

33.5%

35.0%

どちらかといえば

そう思わない

15.2%

14.1%

18.6%

そう思わない

2.2%

2.2%

3.5%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 50.6％となっており、H22 調査の 45.7％と比

較すると若干増えています。 

 H19 調査から H22 調査では減少しましたが、H25 調査では増加し、H19 調査の 47.4％を上回る水準

となっています。 

 

■産業振興・雇用就労 
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問３（９） 市内に雇用の場があり、活力あふれるまちとなっていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 21 2.6%

どちらかといえば
そう思う

146 17.7%

どちらかといえば
そう思わない

393 47.8%

そう思わない 246 29.9%

無回答 17 2.1%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

2.6%

0.6%

2.1%

どちらかといえば

そう思う

17.7%

14.8%

14.5%

どちらかといえば

そう思わない

47.8%

43.2%

51.0%

そう思わない

29.9%

29.0%

38.2%

無回答

2.1%

3.2%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 20.3％となっており、H22 調査の 15.4％と比

較すると若干増えています。 

 H19 調査から H22 調査では減少しましたが、H25 調査では増加し、H19 調査の 16.6％を上回る水準

となっています。 

 

 

 

問３（１０） 魅力ある商店街が形成され、便利に買い物ができると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 47 5.7%

どちらかといえば
そう思う

168 20.4%

どちらかといえば
そう思わない

274 33.3%

そう思わない 308 37.4%

わからない 18 2.2%

無回答 8 1.0%

合　計 823 100.0%
 

4.3%

3.2%

5.7%

そう思う

17.5%

20.6%

20.4%

どちらかといえば

そう思う

19.7%

34.8%

33.3%

どちらかといえば

そう思わない

38.5%

48.3%

37.4%

そう思わない

7.0%

1.3%

2.2%

わからない

1.6%

3.3%

1.0%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 26.1％となっており、H22 調査の 23.8％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 
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問３（１１） 地場産業を中心に産業が活性化し、地元での雇用が確保されていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 14 1.7%

どちらかといえば
そう思う

70 8.5%

どちらかといえば
そう思わない

315 38.3%

そう思わない 300 36.5%

わからない 112 13.6%

無回答 12 1.5%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

1.7%

0.4%

0.7%

どちらかといえば

そう思う

8.5%

7.9%

6.5%

どちらかといえば

そう思わない

38.3%

37.9%

20.5%

そう思わない

36.5%

34.0%

43.2%

わからない

13.6%

8.5%

34.0%

無回答

1.5%

4.3%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 10.2％となっており、H22 調査の 8.3％と比較

すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

問３（１２） 四季それぞれに応じたイベントが開催され、多くの観光客でにぎわっていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 54 6.6%

どちらかといえば
そう思う

265 32.2%

どちらかといえば
そう思わない

249 30.3%

そう思わない 187 22.7%

わからない 56 6.8%

無回答 12 1.5%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

6.6%

5.1%

3.2%

どちらかといえば

そう思う

32.2%

27.2%

24.1%

どちらかといえば

そう思わない

30.3%

30.9%

26.0%

そう思わない

22.7%

22.4%

29.7%

わからない

6.8%

5.3%

20.4%

無回答

1.5%

3.9%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 38.8％となっており、H22 調査の 32.3％と比

較すると増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 
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問３（１３） 日ごろから、省エネや省資源など、環境に配慮して生活していますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 177 21.5%

どちらかといえば
そう思う

454 55.2%

どちらかといえば
そう思わない

130 15.8%

そう思わない 32 3.9%

わからない 19 2.3%

無回答 11 1.3%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

21.5%

21.8%

9.9%

どちらかといえば

そう思う

55.2%

55.9%

39.4%

どちらかといえば

そう思わない

15.8%

14.8%

31.2%

そう思わない

3.9%

10.8%

4.0%

わからない

2.3%

1.9%

5.2%

無回答

1.3%

3.6%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 76.7％となっており、H22 調査の 77.7％と比

較すると若干減っています。 

 H18 調査から H22 調査では増加し、H25 調査では減少したものの、H18 調査の 49.3％は上回る水準

となっています。 

 

 

 

 

問３（１４） 水質汚濁・騒音・悪臭など、公害のない快適な環境で生活できていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 120 14.6%

どちらかといえば
そう思う

427 51.9%

どちらかといえば
そう思わない

156 19.0%

そう思わない 83 10.1%

わからない 23 2.8%

無回答 14 1.7%

合　計 823 100.0%
 

9.7%

12.0%

14.6%

そう思う

41.8%

48.5%

51.9%

どちらかといえば

そう思う

24.2%

21.0%

19.0%

どちらかといえば

そう思わない

14.3%

16.7%

10.1%

そう思わない

4.4%

2.2%

2.8%

わからない

1.9%

3.3%

1.7%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 66.5％となっており、H22 調査の 60.5％と比

較すると増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■環境保全 
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問３（１５） 環境美化活動、自然保護活動、省エネ、省資源、自然環境保全などの取り組みを行っていますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

行っている 105 12.8%

ときどき行ってい
る

318 38.6%

あまり行っていな
い

269 32.7%

行っていない 116 14.1%

無回答 15 1.8%

合　計 823 100.0%
 

行っている

18.1%

11.5%

12.8%

ときどき行っている

46.0%

42.8%

38.6%

あまり行って

いない

25.3%

28.3%

32.7%

行っていない

15.4%

8.3%

14.1%

無回答

2.3%

1.9%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「行っている」と「ときどき行っている」の合計は 51.4％となっており、H22 調査の 54.3％と比較す

ると若干減っています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（１６） 市民、企業、行政などそれぞれが、ごみの減量やリサイクルに取り組んでいると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 183 22.2%

どちらかといえば
そう思う

408 49.6%

どちらかといえば
そう思わない

130 15.8%

そう思わない 33 4.0%

わからない 58 7.0%

無回答 11 1.3%

合　計 823 100.0%
 

22.2%

23.9%

13.3%

そう思う

49.6%

51.9%

50.7%

どちらかといえば

そう思う

15.8%

14.0%

17.1%

どちらかといえば

そう思わない

4.0%

7.8%

4.1%

そう思わない

7.0%

4.5%

7.6%

わからない

1.3%

3.5%

1.6%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 71.8％となっており、H22 調査の 75.8％と比

較すると若干減っています。 

 H18 調査から H22 調査では増加し、H25 調査では減少したものの、H18 調査の 64.0％は上回る水準

となっています。 

 

■ごみ減量・処理 
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問３（１７） ごみ・し尿が速やかに収集、処理されていて、衛生的に暮らすことができていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 247 30.0%

どちらかといえば
そう思う

460 55.9%

どちらかといえば
そう思わない

70 8.5%

そう思わない 34 4.1%

無回答 12 1.5%

合　計 823 100.0%

そう思う

30.0%

31.3%

32.5%

どちらかといえば

そう思う

55.9%

52.1%

49.6%

どちらかといえば

そう思わない

8.5%

11.7%

10.6%

そう思わない

4.1%

4.8%

3.8%

無回答

1.5%

1.2%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 85.9％となっており、H22 調査の 83.4％と比

較すると若干増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（１８） 高齢の方が、生きがいをもち、自立して暮らしていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 51 6.2%

どちらかといえば
そう思う

290 35.2%

どちらかといえば
そう思わない

198 24.1%

そう思わない 75 9.1%

わからない 199 24.2%

無回答 10 1.2%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

6.2%

5.6%

2.8%

どちらかといえば

そう思う

35.2%

32.5%

18.4%

どちらかといえば

そう思わない

24.1%

26.3%

18.8%

そう思わない

9.1%

13.6%

13.6%

わからない

24.2%

20.4%

43.0%

無回答

1.2%

3.5%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 41.4％となっており、H22 調査の 38.1％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■高齢者福祉 
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問３（１９） 給食サービスや緊急通報装置の設置など高齢の方の在宅生活を支える福祉サービスが充実していると思いますか。

（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 40 4.9%

どちらかといえば
そう思う

280 34.0%

どちらかといえば
そう思わない

318 38.6%

そう思わない 124 15.1%

無回答 61 7.4%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

3.5%

3.3%

4.9%

どちらかといえば

そう思う

24.9%

31.2%

34.0%

どちらかといえば

そう思わない

47.4%

37.9%

38.6%

そう思わない

17.1%

15.0%

15.1%

無回答

9.0%

10.6%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 38.9％となっており、H22 調査の 34.5％と比

較すると若干増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（２０） 子育て家庭が、延長保育など様々な保育サービスが受けられ、安心して子育てしていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 52 6.3%

どちらかといえば
そう思う

290 35.2%

どちらかといえば
そう思わない

139 16.9%

そう思わない 69 8.4%

わからない 251 30.5%

無回答 22 2.7%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

6.3%

6.4%

1.7%

どちらかといえば

そう思う

35.2%

31.6%

17.1%

どちらかといえば

そう思わない

16.9%

19.5%

16.5%

そう思わない

8.4%

13.3%

10.9%

わからない

30.5%

28.5%

44.8%

無回答

2.7%

6.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 41.5％となっており、H22 調査の 38.0％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■子育て 
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問３（２１） 子育て家庭が、学童保育や子育ての相談・育児教室などの支援が受けられ、楽しく子育てしていると思いますか。

（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 43 5.2%

どちらかといえば
そう思う

285 34.6%

どちらかといえば
そう思わない

159 19.3%

そう思わない 51 6.2%

わからない 262 31.8%

無回答 23 2.8%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

5.2%

5.0%

1.7%

どちらかといえば

そう思う

34.6%

31.4%

15.3%

どちらかといえば

そう思わない

19.3%

19.3%

16.8%

そう思わない

6.2%

11.2%

9.5%

わからない

31.8%

31.7%

47.8%

無回答

2.8%

7.3%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 39.8％となっており、H22 調査の 36.4％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（２２） 福祉サービスが整っており、障害のある方が、作業所への通所やホームヘルパー、デイサービスなどの利用により、地域

で生き生きと生活していると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 57 6.9%

どちらかといえば
そう思う

286 34.8%

どちらかといえば
そう思わない

115 14.0%

そう思わない 66 8.0%

わからない 286 34.8%

無回答 13 1.6%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

6.9%

4.4%

2.8%

どちらかといえば

そう思う

34.8%

29.5%

18.0%

どちらかといえば

そう思わない

14.0%

19.8%

17.7%

そう思わない

8.0%

10.2%

9.3%

わからない

34.8%

34.5%

47.3%

無回答

1.6%

4.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 41.7％となっており、H22 調査の 33.9％と比

較すると増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

■障害者福祉 
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問３（２３） 日頃から運動やバランスのとれた食生活などの健康づくりに取り組み、健康に暮らしていますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 174 21.1%

どちらかといえば
そう思う

428 52.0%

どちらかといえば
そう思わない

164 19.9%

そう思わない 47 5.7%

無回答 10 1.2%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

20.0%

18.9%

21.1%

どちらかといえば

そう思う

52.3%

54.1%

52.0%

どちらかといえば

そう思わない

20.3%

18.3%

19.9%

そう思わない

6.8%

5.0%

5.7%

無回答

2.3%

1.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 73.1％となっており、H19 調査の 72.3％、H22

調査の 73.0％から、大きな変化は見られません。 

 

 

 

問３（２４） 定期的に市や会社で実施する健康診査を受診していますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

必ず受診している 323 39.2%

大体受診している 232 28.2%

あまり受診してい
ない

110 13.4%

受診していない 145 17.6%

無回答 13 1.6%

合　計 823 100.0%
 

必ず受診

している

39.2%

35.4%

39.2%

大体受診している

28.5%

30.1%

28.2%

あまり受診

していない

13.2%

13.7%

13.4%

受診していない

19.1%

16.9%

17.6%

無回答

2.2%

1.7%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「必ず受診している」と「大体受診している」の合計は 67.4％となっており、H22 調査の 65.5％と比

較すると若干増えています。 

 H19 調査から H22 調査では減少しましたが、H25 調査では増加し、H19 調査の 67.7％とほぼ同じ水

準となっています。 

 

■健康づくり 
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問３（２５） 健康に不安を感じたときにすぐに相談できるかかりつけ医がいますか。（１つ選択） 

 

いる

56.2%

56.8%

62.5%

いない

42.4%

41.0%

36.3%

無回答

1.3%

2.2%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「いる」が 62.5％となっており、H22 調査の 56.8％と比較すると増えています。 

 なお、H19 調査から H22 調査では、大きな変化は見られませんでした。 

 

 

 

問３（２６） 病院等の医療体制が整い、安心して暮らすことができていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 214 26.0%

どちらかといえば
そう思う

422 51.3%

どちらかといえば
そう思わない

85 10.3%

そう思わない 41 5.0%

わからない 52 6.3%

無回答 9 1.1%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

26.0%

26.6%

6.6%

どちらかといえば

そう思う

51.3%

45.1%

42.7%

どちらかといえば

そう思わない

10.3%

16.1%

25.3%

そう思わない

5.0%

13.8%

6.3%

わからない

6.3%

4.1%

8.3%

無回答

1.1%

3.3%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 77.3％となっており、H22 調査の 71.7％と比

較すると増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

回答数 構成比

いる 514 62.5%

いない 299 36.3%

無回答 10 1.2%

合　計 823 100.0%
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問３（２７） 国民健康保険などの社会保障制度により、病気にかかっても安心して暮らすことができていると思いますか。（１つ選

択） 

回答数 構成比

そう思う 203 24.7%

どちらかといえば
そう思う

380 46.2%

どちらかといえば
そう思わない

117 14.2%

そう思わない 58 7.0%

わからない 55 6.7%

無回答 10 1.2%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

24.7%

20.9%

10.8%

どちらかといえば

そう思う

46.2%

39.1%

45.3%

どちらかといえば

そう思わない

14.2%

20.5%

18.1%

そう思わない

7.0%

13.9%

10.6%

わからない

6.7%

7.4%

8.6%

無回答

1.2%

3.2%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 70.9％となっており、H22 調査の 60.0％と比

較すると大幅に増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（２８） もしもの場合の必要なときに、となり近所の助け合いや市民活動団体などの支援があり、地域で支え合う体制が整っ

ていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 60 7.3%

どちらかといえば
そう思う

299 36.3%

どちらかといえば
そう思わない

312 37.9%

そう思わない 135 16.4%

無回答 17 2.1%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

4.5%

7.2%

7.3%

どちらかといえば

そう思う

28.9%

33.3%

36.3%

どちらかといえば

そう思わない

44.9%

37.0%

37.9%

そう思わない

19.8%

20.9%

16.4%

無回答

0.9%

2.8%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 43.6％となっており、H22 調査の 40.5％と比

較すると若干増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■保険年金 

■生活支援・福祉活動 
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問３（２９） 都市計画事業の推進により秩序ある、安全で安心な美しいまちなみが形成されていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 42 5.1%

どちらかといえば
そう思う

267 32.4%

どちらかといえば
そう思わない

297 36.1%

そう思わない 121 14.7%

わからない 86 10.4%

無回答 10 1.2%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

5.1%

3.5%

1.6%

どちらかといえば

そう思う

32.4%

33.1%

19.7%

どちらかといえば

そう思わない

36.1%

35.1%

34.8%

そう思わない

14.7%

24.7%

18.1%

わからない

10.4%

7.9%

14.2%

無回答

1.2%

5.1%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 37.5％となっており、H22 調査の 36.6％と比

較すると大きな変化はありません。 

 なお、H18 調査から H22 調査では、増加しています。 

 

 

 

問３（３０） 駅前や市街地が整備され、人々が集いにぎわっていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 26 3.2%

どちらかといえば
そう思う

123 14.9%

どちらかといえば
そう思わない

326 39.6%

そう思わない 280 34.0%

わからない 58 7.0%

無回答 10 1.2%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

1.2%

1.8%

3.2%

どちらかといえば

そう思う

7.5%

13.2%

14.9%

どちらかといえば

そう思わない

22.4%

38.8%

39.6%

そう思わない

38.1%

51.8%

34.0%

わからない

12.3%

6.2%

7.0%

無回答

1.8%

4.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 18.1％となっており、H22 調査の 15.0％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

■市街地整備 
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問３（３１） 道路が整備され、人や車が安全に通行できていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 52 6.3%

どちらかといえば
そう思う

289 35.1%

どちらかといえば
そう思わない

256 31.1%

そう思わない 188 22.8%

わからない 29 3.5%

無回答 9 1.1%

合　計 823 100.0%
 

4.2%

6.6%

6.3%

そう思う

31.3%

33.9%

35.1%

どちらかといえば

そう思う

30.0%

30.8%

31.1%

どちらかといえば

そう思わない

25.4%

27.1%

22.8%

そう思わない

2.7%

1.8%

3.5%

わからない

1.6%

4.7%

1.1%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 41.4％となっており、H22 調査の 40.5％と比

較すると大きな変化は見られません。 

 なお、H18 調査から H22 調査では増加しています。 

 

 

 

 

 

問３（３２） 公園整備や緑化が進み、うるおいのある生活を送ることができていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 74 9.0%

どちらかといえば
そう思う

337 40.9%

どちらかといえば
そう思わない

226 27.5%

そう思わない 116 14.1%

わからない 54 6.6%

無回答 16 1.9%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

9.0%

7.9%

2.9%

どちらかといえば

そう思う

40.9%

38.2%

25.0%

どちらかといえば

そう思わない

27.5%

28.4%

28.3%

そう思わない

14.1%

28.4%

18.1%

わからない

6.6%

5.7%

10.8%

無回答

1.9%

4.6%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 49.9％となっており、H22 調査の 46.1％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■道路 

■公園緑地 
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問３（３３） 河川が整備され、浸水被害にあうことがなく、安心して暮らすことができていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 111 13.5%

どちらかといえば
そう思う

331 40.2%

どちらかといえば
そう思わない

169 20.5%

そう思わない 121 14.7%

わからない 74 9.0%

無回答 17 2.1%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

9.4%

15.4%

13.5%

どちらかといえば

そう思う

36.8%

46.5%

40.2%

どちらかといえば

そう思わない

19.9%

17.0%

20.5%

そう思わない

11.3%

16.5%

14.7%

わからない

13.4%

8.5%

9.0%

無回答

1.3%

4.1%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 53.7％となっており、H22 調査の 61.9％と比

較すると減っています。 

 H18 調査から H22 調査では増加し、H25 調査では減少したものの、H18 調査の 46.2％は上回る水準

となっています。 

 

 

 

 

 

問３（３４） 住宅環境が整備され、快適な生活が確保されていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 75 9.1%

どちらかといえば
そう思う

413 50.2%

どちらかといえば
そう思わない

183 22.2%

そう思わない 56 6.8%

わからない 77 9.4%

無回答 19 2.3%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

9.1%

10.2%

5.9%

どちらかといえば

そう思う

50.2%

51.1%

42.0%

どちらかといえば

そう思わない

22.2%

22.1%

24.2%

そう思わない

6.8%

12.6%

8.3%

わからない

9.4%

6.1%

10.7%

無回答

2.3%

4.6%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 59.3％となっており、H22 調査の 61.3％と比

較すると若干減っています。 

 H18 調査から H22 調査では増加し、H25 調査では減少したものの、H18 調査の 47.9％は上回る水準

となっています。 

 

■治水 

■住環境 
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問３（３５） 安定的に安全な水道水が供給され、安心して水を利用（飲用）できると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 361 43.9%

どちらかといえば
そう思う

362 44.0%

どちらかといえば
そう思わない

46 5.6%

そう思わない 22 2.7%

わからない 18 2.2%

無回答 14 1.7%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

27.4%

43.4%

43.9%

どちらかといえば

そう思う

51.4%

43.0%

44.0%

どちらかといえば

そう思わない

9.2%

6.2%

5.6%

そう思わない

3.0%

4.5%

2.7%

わからない

3.8%

2.3%

2.2%

無回答

2.1%

3.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 87.9％となっており、H22 調査の 86.4％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（３６） 子ども一人ひとりにあった教育が提供され、学力・体力、社会性が身についていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 49 6.0%

どちらかといえば
そう思う

273 33.2%

どちらかといえば
そう思わない

146 17.7%

そう思わない 71 8.6%

わからない 260 31.6%

無回答 24 2.9%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

6.0%

5.5%

0.9%

どちらかといえば

そう思う

33.2%

32.2%

17.4%

どちらかといえば

そう思わない

17.7%

24.0%

23.4%

そう思わない

8.6%

12.6%

9.0%

わからない

31.6%

26.3%

40.4%

無回答

2.9%

5.4%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 39.2％となっており、H22 調査の 37.7％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

■上水道 

■学校教育 
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問３（３７） 学校施設や設備が整備され、快適で安全な教育環境の中で、子どもたちが学習していると思いますか。（１つ選択） 

 

回答数 構成比

そう思う 61 7.4%

どちらかといえば
そう思う

313 38.0%

どちらかといえば
そう思わない

125 15.2%

そう思わない 51 6.2%

わからない 248 30.1%

無回答 25 3.0%

合　計 823 100.0%

そう思う

7.4%

8.0%

1.7%

どちらかといえば

そう思う

38.0%

38.8%

26.6%

どちらかといえば

そう思わない

15.2%

17.0%

19.8%

そう思わない

6.2%

7.8%

5.7%

わからない

30.1%

27.5%

38.4%

無回答

3.0%

5.7%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 45.4％となっており、H22 調査の 46.8％と比

較すると若干減っています。 

 H18 調査から H22 調査では増加し、H25 調査では減少したものの、H19 調査の 28.3％は上回る水準

となっています。 

 

 

 

 

 

問３（３８） 青少年が社会の一員として意欲を持って行動し、健やかに成長していると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 29 3.5%

どちらかといえば
そう思う

377 45.8%

どちらかといえば
そう思わない

274 33.3%

そう思わない 100 12.2%

無回答 43 5.2%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

1.8%

3.2%

3.5%

どちらかといえば

そう思う

28.2%

35.6%

45.8%

どちらかといえば

そう思わない

47.4%

39.3%

33.3%

そう思わない

15.9%

19.8%

12.2%

無回答

2.7%

6.1%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 49.3％となっており、H22 調査の 38.8％と比

較すると大幅に増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■教育環境 
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問３（３９） 子どもから大人まで、それぞれの世代や生活にあった教育の場が整っていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 22 2.7%

どちらかといえば
そう思う

332 40.3%

どちらかといえば
そう思わない

309 37.5%

そう思わない 114 13.9%

無回答 46 5.6%

合　計 823 100.0%

そう思う

4.0%

3.5%

2.7%

どちらかといえば

そう思う

30.9%

32.4%

40.3%

どちらかといえば

そう思わない

44.4%

41.6%

37.5%

そう思わない

16.5%

18.6%

13.9%

無回答

2.1%

5.9%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 43.0％となっており、H22 調査の 35.9％と比

較すると増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

 

 

問３（40） 子どもたちが健やかに成長するために、家庭・学校・地域が協力して取り組んでいると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 56 6.8%

どちらかといえば
そう思う

409 49.7%

どちらかといえば
そう思わない

232 28.2%

そう思わない 81 9.8%

無回答 45 5.5%

合　計 823 100.0%

そう思う

6.8%

6.7%

6.8%

どちらかといえば

そう思う

44.6%

43.9%

49.7%

どちらかといえば

そう思わない

33.1%

30.6%

28.2%

そう思わない

13.1%

12.7%

9.8%

無回答

2.7%

5.7%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 56.5％となっており、H22 調査の 50.6％と比

較すると増えています。 

 なお、H19 調査から H22 調査では、大きな変化は見られませんでした。 
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問３（４１） 日常生活をより豊かにするため、高齢者教室、公民館サークル活動またはスポーツ活動等の生涯学習活動に参加し

ていますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

よく参加する 50 6.1%

ときどき参加する 91 11.1%

あまり参加しない 149 18.1%

参加しない 515 62.6%

無回答 18 2.2%

合　計 823 100.0%
 

よく参加する

5.1%

5.0%

6.1%

ときどき参加する

14.8%

11.7%

11.1%

あまり参加しない

31.4%

27.2%

18.1%

参加しない

53.9%

47.6%

62.6%

無回答

1.1%

2.3%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「よく参加する」と「ときどき参加する」の合計は 17.2％となっており、H22 調査の 16.7％と比較す

ると大きな変化は見られません。 

 なお、H19 調査から H22 調査では、減少しています。 

 

 

 

問３（４２） 男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野（家庭、地域、職場）で活躍できていると思いますか。（１つ選択） 

 

6.4%

2.8%

そう思う

37.1%

28.0%

どちらかといえば

そう思う

37.8%

42.2%

どちらかといえば

そう思わない

14.8%

そう思わない

22.2%

3.9%

4.7%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

 

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 43.5％となっており、H22 調査の 30.8％と比

較すると大幅に増えています。 

 

■生涯学習 

回答数 構成比

そう思う 53 6.4%

どちらかといえば
そう思う

305 37.1%

どちらかといえば
そう思わない

311 37.8%

そう思わない 122 14.8%

無回答 32 3.9%

合　計 823 100.0%
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問３（４３） 音楽・芸術などの文化活動や、他の地域・国々の人々との交流活動に参加し、心豊かに生活していますか。（１つ選

択） 

回答数 構成比

そう思う 36 4.4%

どちらかといえば
そう思う

190 23.1%

どちらかといえば
そう思わない

299 36.3%

そう思わない 263 32.0%

無回答 35 4.3%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

4.2%

3.6%

4.4%

どちらかといえば

そう思う

17.4%

17.1%

23.1%

どちらかといえば

そう思わない

38.8%

38.1%

36.3%

そう思わない

36.2%

37.7%

32.0%

無回答

2.1%

5.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 27.5％となっており、H22 調査の 20.7％と比

較すると増えています。 

 なお、H19 調査から H22 調査では、大きな変化は見られませんでした。 

 

 

 

 

 

問３（４４） ＮＰＯやボランティアなどの市民団体の活動に参加・協力したいと思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比
積極的に行いた
い

31 3.8%

できれば行いた
い

293 35.6%

できれば行いたく
ない

199 24.2%

行う必要はない 40 4.9%

わからない 238 28.9%

無回答 22 2.7%

合　計 823 100.0%
 

積極的に

行いたい

3.8%

2.5%

6.4%

できれば

行いたい

35.6%

35.7%

40.2%

できれば

行いたくない

24.2%

25.6%

25.7%

行う必要は

ない

4.9%

3.6%

4.0%

わからない

28.9%

28.9%

19.2%

無回答

2.7%

4.9%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H18

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 39.4％となっており、H22 調査の 38.2％と比

較すると若干増えています。 

 H18 調査から H22 調査では減少し、H25 調査では増加したものの、H19 調査の 46.6％は下回る水準

となっています。 

■文化・交流 

■地域経営 
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問３（４５） 市が発行している「広報こうなん」を、読んでいますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

読んでいる 449 54.6%

ときどき読んでい
る

228 27.7%

あまり読んでいな
い

82 10.0%

読んでいない 48 5.8%

無回答 16 1.9%

合　計 823 100.0%

54.6%

56.9%

58.6%

27.7%

26.5%

27.8%

10.0%

7.9%

9.7%

6.4%

読んでいる ときどき読んでいる あまり読んでいない

5.8%

3.8%

読んでいない

1.9%

2.3%

0.2%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「読んでいる」と「ときどき読んでいる」の合計は 82.3％となっており、H22 調査の 83.4％と比較す

ると若干減っています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

問３（４６） 市税が公平・適正に課税・収納されていると思いますか。（１つ選択） 

 

回答数 構成比

そう思う 94 11.4%

どちらかといえば
そう思う

343 41.7%

どちらかといえば
そう思わない

210 25.5%

そう思わない 138 16.8%

無回答 38 4.6%

合　計 823 100.0%
 

無回答そう思う

5.3%

5.6%

11.4%

どちらかといえば

そう思う

31.8%

31.8%

41.7%

どちらかといえば

そう思わない

39.1%

31.3%

25.5%

そう思わない

25.6%

20.0%

16.8%

3.8%

5.7%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 53.1％となっており、H22 調査の 37.4％と比

較すると大幅に増えています。 

 なお、H19 調査から H22 調査では、大きな変化は見られませんでした。 

 

■課税・納税 
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問３（４７） 市役所の事務が、効率的かつ適切に行われていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 94 11.4%

どちらかといえば
そう思う

406 49.3%

どちらかといえば
そう思わない

167 20.3%

そう思わない 123 14.9%

無回答 33 4.0%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

7.3%

8.1%

11.4%

どちらかといえば

そう思う

46.2%

46.1%

49.3%

どちらかといえば

そう思わない

29.8%

23.9%

20.3%

そう思わない

17.1%

14.1%

14.9%

無回答

2.6%

4.7%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 60.7％となっており、H22 調査の 54.2％と比

較すると増えています。 

 なお、H19 調査から H22 調査では、大きな変化は見られませんでした。 

 

 

 

 

 

問３（４８） 議会活動が市民にわかりやすく説明されていると思いますか。（１つ選択） 

回答数 構成比

そう思う 38 4.6%

どちらかといえば
そう思う

252 30.6%

どちらかといえば
そう思わない

281 34.1%

そう思わない 219 26.6%

無回答 33 4.0%

合　計 823 100.0%
 

そう思う

1.6%

3.2%

4.6%

どちらかといえば

そう思う

17.0%

24.9%

30.6%

どちらかといえば

そう思わない

43.8%

36.2%

34.1%

そう思わない

31.1%

35.2%

26.6%

無回答

2.4%

4.7%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

H22

H19

 

 

 「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計は 35.2％となっており、H22 調査の 28.1％と比

較すると増えています。 

 H19 調査からの推移を見ると、一貫して増加傾向となっています。 

 

■行政事務管理 

■議会運営 
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４．江南市のまちづくり 

 

問４(１) 江南市では、「住む」「働く」「学ぶ」「交流する」「楽しむ」「憩う」などの広い意味での生活機能が充実した「暮らしやすい

生活都市」をめざし、政策を進めていますが、それはどの程度実現されているとお考えですか。（１つ選択） 
 

242 375 140 43 23 823
29.4% 45.6% 17.0% 5.2% 2.8% 100.0%

204 383 162 51 23 823
24.8% 46.5% 19.7% 6.2% 2.8% 100.0%

71 179 297 257 19 823
8.6% 21.7% 36.1% 31.2% 2.3% 100.0%
210 382 156 47 28 823

25.5% 46.4% 19.0% 5.7% 3.4% 100.0%
183 366 152 102 20 823

22.2% 44.5% 18.5% 12.4% 2.4% 100.0%
35 201 354 204 29 823

4.3% 24.4% 43.0% 24.8% 3.5% 100.0%
76 310 290 122 25 823

9.2% 37.7% 35.2% 14.8% 3.0% 100.0%
72 352 278 94 27 823

8.7% 42.8% 33.8% 11.4% 3.3% 100.0%
67 397 251 60 48 823

8.1% 48.2% 30.5% 7.3% 5.8% 100.0%
74 421 245 56 27 823

9.0% 51.2% 29.8% 6.8% 3.3% 100.0%
47 338 327 88 23 823

5.7% 41.1% 39.7% 10.7% 2.8% 100.0%
37 296 372 97 21 823

4.5% 36.0% 45.2% 11.8% 2.6% 100.0%
38 334 320 114 17 823

4.6% 40.6% 38.9% 13.9% 2.1% 100.0%
12 129 452 177 53 823

1.5% 15.7% 54.9% 21.5% 6.4% 100.0%
12 128 439 172 72 823

1.5% 15.6% 53.3% 20.9% 8.7% 100.0%
65 387 240 85 46 823

7.9% 47.0% 29.2% 10.3% 5.6% 100.0%
42 422 251 44 64 823

5.1% 51.3% 30.5% 5.3% 7.8% 100.0%
41 424 245 49 64 823

5.0% 51.5% 29.8% 6.0% 7.8% 100.0%
32 370 303 58 60 823

3.9% 45.0% 36.8% 7.0% 7.3% 100.0%
25 185 420 159 34 823

3.0% 22.5% 51.0% 19.3% 4.1% 100.0%
20 212 419 134 38 823

2.4% 25.8% 50.9% 16.3% 4.6% 100.0%
26 234 408 121 34 823

3.2% 28.4% 49.6% 14.7% 4.1% 100.0%
47 343 337 61 35 823

5.7% 41.7% 40.9% 7.4% 4.3% 100.0%
62 352 293 88 28 823

7.5% 42.8% 35.6% 10.7% 3.4% 100.0%
27 173 434 147 42 823

3.3% 21.0% 52.7% 17.9% 5.1% 100.0%
82 400 259 56 26 823

10.0% 48.6% 31.5% 6.8% 3.2% 100.0%
84 342 285 88 24 823

10.2% 41.6% 34.6% 10.7% 2.9% 100.0%

憩
う

26）自然環境の豊かさ

27）公園・緑地などの憩いの場の豊富さ

交
流
す
る
・
楽
し
む

20）娯楽・レジャーの機会・場の豊富さ

21）文化・芸術活動の機会・場の豊富さ

22）スポーツの機会・場の豊富さ

23）地域活動の機会・場の豊富さ

24）近所付き合いのしやすさ

25）伝統文化・歴史に親しむ機会・場の豊富さ

学
ぶ

17）教育環境の良さ・充実度

18）子育て環境の良さ・充実度

19）生涯学習環境の良さ・充実度

住
む

（
快
適
性

）
13）生活環境の快適さ

14）雇用の場・機会の多さ

働
く

15）商売や事業のしやすさ

16）通勤・通学のしやすさ

9）住宅事情の良さ

10）治安の良さ

11）歩行の安全性の高さ

12)まちなみ・景観の美しさ

5)鉄道による、市外への移動の便利さ

6)駅や駅周辺施設の使いやすさ

7)公共施設へのアクセスの良さ

住
む

（
利
便
性

）

8)公共施設の利用しやすさ

1)日用品の買い物の便利さ

2)家電・電化製品などの買い物の便利さ

3)公共交通（バス、鉄道）による、市内の移動の便利さ

4)自家用車による、市内の移動の便利さ

低い 無回答 合計
都市機能

上段：回答数、下段：構成比
高い

やや
高い

やや
低い

 

 都市機能ごとの特徴をみると、【住む（利便性）】では、「3）公共交通（バス・鉄道）による、市内の移

動の便利さ」と「6）駅や駅周辺施設の使いやすさ」が低いほかは、全般に高くなっています。【働く】

では、「14）雇用の場・機会の多さ」、「15）商売や事業のしやすさ」の低さが顕著となっています。【交

流する・楽しむ】では、「23）地域活動の機会・場の豊富さ」、「24）近所付き合いのしやすさ」が比較

的高いほかは、全般に低くなっています。 

 H22 調査と比較すると、傾向に大きな変化は見られません。 

■「生活都市」の実現状況 
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29.4%

24.8%

8.6%

25.5%

22.2%

9.2%

8.7%

8.1%

9.0%

5.7%

7.9%

7.5%

10.0%

10.2%

45.6%

46.5%

21.7%

46.4%

44.5%

24.4%

37.7%

42.8%

48.2%

51.2%

41.1%

36.0%

40.6%

15.7%

15.6%

47.0%

51.3%

51.5%

45.0%

22.5%

25.8%

28.4%

41.7%

42.8%

21.0%

48.6%

41.6%

17.0%

19.7%

36.1%

19.0%

18.5%

43.0%

35.2%

33.8%

30.5%

29.8%

39.7%

45.2%

38.9%

54.9%

53.3%

29.2%

30.5%

29.8%

36.8%

51.0%

50.9%

49.6%

40.9%

35.6%

52.7%

31.5%

34.6%

6.2%

31.2%

12.4%

24.8%

14.8%

11.4%

7.3%

6.8%

10.7%

11.8%

13.9%

21.5%

20.9%

10.3%

5.3%

6.0%

7.0%

19.3%

16.3%

14.7%

7.4%

10.7%

17.9%

6.8%

10.7%

5.8%

6.4%

8.7%

5.6%

7.8%

7.8%

7.3%

4.6%

4.1%

4.3%

3.0%

4.5%

4.6%

1.5%

1.5%

高い

4.3%

5.1%

5.0%

3.9%

3.3%

5.7%

3.2%

2.4%

やや高い やや低い

5.2%

低い

5.7%

2.9%

3.2%

2.8%

2.3%

2.8%

無回答

3.4%

2.4%

3.5%

3.0%

3.3%

3.3%

2.8%

2.6%

2.1%

4.1%

3.4%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1)日用品の買い物の便利さ

2)家電・電化製品などの買い物の便利さ

3)公共交通（バス、鉄道）による、市内の移動の便利さ

4)自家用車による、市内の移動の便利さ

5)鉄道による、市外への移動の便利さ

6)駅や駅周辺施設の使いやすさ

7)公共施設へのアクセスの良さ

8)公共施設の利用しやすさ

9）住宅事情の良さ

10）治安の良さ

11）歩行の安全性の高さ

12)まちなみ・景観の美しさ

13）生活環境の快適さ

14）雇用の場・機会の多さ

15）商売や事業のしやすさ

16）通勤・通学のしやすさ

17）教育環境の良さ・充実度

18）子育て環境の良さ・充実度

19）生涯学習環境の良さ・充実度

20）娯楽・レジャーの機会・場の豊富さ

21）文化・芸術活動の機会・場の豊富さ

22）スポーツの機会・場の豊富さ

23）地域活動の機会・場の豊富さ

24）近所付き合いのしやすさ

25）伝統文化・歴史に親しむ機会・場の豊富さ

26）自然環境の豊かさ

27）公園・緑地などの憩いの場の豊富さ

【住む（利便性）】

【住む（快適性）】

【働　く】

【学　ぶ】

【交流する・楽しむ】

【憩　う】

【Ｈ２５】 
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27.7%

22.5%

7.2%

24.4%

18.4%

8.0%

8.1%

6.8%

7.5%

5.8%

7.4%

5.9%

9.0%

8.7%

50.0%

48.2%

20.0%

46.8%

40.8%

19.2%

36.7%

35.8%

45.5%

50.5%

38.8%

34.7%

33.5%

10.9%

11.7%

38.2%

44.4%

43.0%

36.0%

20.1%

21.8%

22.3%

40.2%

41.4%

18.8%

43.2%

39.0%

15.0%

20.5%

34.7%

19.4%

24.9%

45.0%

35.6%

38.3%

33.1%

30.9%

39.2%

44.2%

42.4%

55.0%

52.2%

36.0%

35.7%

35.4%

42.4%

49.9%

50.5%

51.6%

39.3%

37.5%

52.2%

33.7%

35.0%

5.9%

34.7%

12.1%

28.4%

15.7%

13.3%

8.4%

7.8%

12.9%

13.3%

18.6%

26.6%

26.1%

12.0%

6.9%

8.4%

10.1%

21.5%

19.7%

17.0%

10.3%

11.2%

21.5%

9.7%

13.6%

6.2%

7.3%

9.5%

6.3%

9.5%

9.6%

9.1%

6.1%

6.7%

5.9%

2.7%

4.4%

2.9%

0.6%

0.2%

高い

4.2%

3.5%

3.6%

2.4%

1.8%

4.2%

2.4%

1.9%

やや高い やや低い

4.6%

低い

4.7%

3.8%

4.4%

2.9%

3.4%

2.7%

無回答

4.6%

3.8%

3.2%

4.1%

4.4%

3.3%

3.3%

3.4%

2.7%

5.8%

4.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1)日用品の買い物の便利さ

2)家電・電化製品などの買い物の便利さ

3)公共交通（バス、鉄道）による、市内の移動の便利さ

4)自家用車による、市内の移動の便利さ

5)鉄道による、市外への移動の便利さ

6)駅や駅周辺施設の使いやすさ

7)公共施設へのアクセスの良さ

8)公共施設の利用しやすさ

9）住宅事情の良さ

10）治安の良さ

11）歩行の安全性の高さ

12)まちなみ・景観の美しさ

13）生活環境の快適さ

14）雇用の場・機会の多さ

15）商売や事業のしやすさ

16）通勤・通学のしやすさ

17）教育環境の良さ・充実度

18）子育て環境の良さ・充実度

19）生涯学習環境の良さ・充実度

20）娯楽・レジャーの機会・場の豊富さ

21）文化・芸術活動の機会・場の豊富さ

22）スポーツの機会・場の豊富さ

23）地域活動の機会・場の豊富さ

24）近所付き合いのしやすさ

25）伝統文化・歴史に親しむ機会・場の豊富さ

26）自然環境の豊かさ

27）公園・緑地などの憩いの場の豊富さ

【住む（利便性）】

【住む（快適性）】

【働　く】

【学　ぶ】

【交流する・楽しむ】

【憩　う】

【Ｈ２２】 
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29.4%

25.5%

24.8%

22.2%

9.0%

10.0%

5.0%

8.1%

5.1%

7.9%

10.2%

8.7%

7.5%

3.9%

5.7%

9.2%

5.7%

4.6%

4.5%

3.2%

8.6%

4.3%

2.4%

3.0%

3.3%

1.5%

1.5%

45.6%

46.4%

46.5%

44.5%

51.2%

48.6%

51.5%

48.2%

51.3%

47.0%

41.6%

42.8%

42.8%

45.0%

41.7%

37.7%

41.1%

40.6%

36.0%

28.4%

21.7%

24.4%

25.8%

22.5%

21.0%

15.7%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1)日用品の買い物の便利さ

4)自家用車による、市内の移動の便利さ

2)家電・電化製品などの買い物の便利さ

5)鉄道による、市外への移動の便利さ

10）治安の良さ

26）自然環境の豊かさ

18）子育て環境の良さ・充実度

9）住宅事情の良さ

17）教育環境の良さ・充実度

16）通勤・通学のしやすさ

27）公園・緑地などの憩いの場の豊富さ

8)公共施設の利用しやすさ

24）近所付き合いのしやすさ

19）生涯学習環境の良さ・充実度

23）地域活動の機会・場の豊富さ

7)公共施設へのアクセスの良さ

11）歩行の安全性の高さ

13）生活環境の快適さ

12)まちなみ・景観の美しさ

22）スポーツの機会・場の豊富さ

3)公共交通（バス、鉄道）による、市内の移動の便利さ

6)駅や駅周辺施設の使いやすさ

21）文化・芸術活動の機会・場の豊富さ

20）娯楽・レジャーの機会・場の豊富さ

25）伝統文化・歴史に親しむ機会・場の豊富さ

14）雇用の場・機会の多さ

15）商売や事業のしやすさ

高い

やや高い

「高い」＋「やや高い」の多い順

75.0%

71.9%

71.3%

66.7%

60.1%

58.6%

56.5%

56.4%

56.4%

54.9%

51.8%

51.5%

50.3%

48.8%

47.4%

46.9%

46.8%

45.2%

40.5%

31.6%

30.4%

28.7%

28.2%

25.5%

24.3%

17.1%

17.0%

 

 「高い」と「やや高い」の割合の合計が最も大きいのは、「1）日用品の買い物の便利さ」の 75.0％で、

次いで「4）自家用車による、市内の移動の便利さ」の 71.9％、「2）家電・電化製品などの買い物の便

利さ」の 71.3％となっています。H22 調査と比較すると、上位 3 位の順位に変化はありません。 

 「高い」と「やや高い」の割合の合計は最も小さいのは、「15）商売や事業のしやすさ」の 17.0％、次

いで「14）雇用の場・機会の多さ」の 17.1％、「25）伝統文化・歴史に親しむ機会・場の豊富さ」の

24.3％となっています。H22 調査と比較すると、「15）商売や事業のしやすさ」と「14）雇用の場・機

会の多さ」の順位の入れ替えがありますが、下位 3 つの項目に変化はありません。 

 H22 調査と比較し、「高い」と「やや高い」の割合の合計が増加している項目は、27 項目中 26 項目と

なっており、全体として「暮らしやすい生活都市」の実現状況は高まっていることがうかがえます。特

に大幅に上昇している項目は、「18）子育て環境の良さ・充実度」、「17）教育環境の良さ・充実度」、「16）

通勤・通学のしやすさ」、「19）生涯学習環境の良さ・充実度」、「13）生活環境の快適さ」で、いずれ

も H22 調査から 8 ポイント以上の増加となっています。他方で、「高い」と「やや高い」の割合の合計

が減少している項目は、「日用品の買い物の便利さ」の 1 項目です。 

【Ｈ２５】 
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27.7%

24.4%

22.5%

18.4%

7.5%

6.8%

9.0%

3.5%

8.7%

5.9%

3.6%

7.4%

5.8%

8.0%

4.2%

8.1%

4.4%

2.4%

2.9%

7.2%

2.4%

1.9%

4.2%

2.7%

50.0%

46.8%

48.2%

40.8%

50.5%

45.5%

43.2%

44.4%

39.0%

41.4%

43.0%

38.2%

38.8%

36.7%

40.2%

35.8%

34.7%

36.0%

33.5%

20.0%

22.3%

21.8%

19.2%

20.1%

18.8%

11.7%

10.9%

1.8%

0.6%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1)日用品の買い物の便利さ

4)自家用車による、市内の移動の便利さ

2)家電・電化製品などの買い物の便利さ

5)鉄道による、市外への移動の便利さ

10）治安の良さ

9）住宅事情の良さ

26）自然環境の豊かさ

17）教育環境の良さ・充実度

27）公園・緑地などの憩いの場の豊富さ

24）近所付き合いのしやすさ

18）子育て環境の良さ・充実度

16）通勤・通学のしやすさ

11）歩行の安全性の高さ

7)公共施設へのアクセスの良さ

23）地域活動の機会・場の豊富さ

8)公共施設の利用しやすさ

12)まちなみ・景観の美しさ

19）生涯学習環境の良さ・充実度

13）生活環境の快適さ

3)公共交通（バス、鉄道）による、市内の移動の便利さ

22）スポーツの機会・場の豊富さ

21）文化・芸術活動の機会・場の豊富さ

6)駅や駅周辺施設の使いやすさ

20）娯楽・レジャーの機会・場の豊富さ

25）伝統文化・歴史に親しむ機会・場の豊富さ

15）商売や事業のしやすさ

14）雇用の場・機会の多さ

高い

やや高い

「高い」＋「やや高い」の多い順

77.7%

71.2%

70.6%

59.2%

58.0%

52.3%

52.2%

47.9%

47.7%

47.3%

46.6%

45.6%

44.7%

44.7%

44.4%

43.9%

39.1%

38.5%

36.4%

27.2%

24.8%

23.8%

23.4%

22.8%

20.6%

12.3%

11.2%

 

 
H25の値 

（高い＋やや高い 
多い順に鳥瞰） 

【Ｈ２２】 
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問４(２) 「暮らしやすい生活都市」を実現するために、市では今後、次の取り組みが重要であると考えています。あなたのお考え

に近いものはどれですか。（３つ選択） 

 

回答数 割合

地域全体で地域の安心・安全を守る取り組みを進める 348 42.3%

最低限度の生活の保障（セーフティネット）を整える 273 33.2%

市民相互の支え合いを強化する 155 18.8%

都市生活基盤を整備する 229 27.8%

地域の雇用や活性化につながる産業の振興を推進する 241 29.3%

「事後対策型」から「予防・自立支援型」への転換を図る 257 31.2%

地域で生きがいをもって活躍するための場・しくみを整える 152 18.5%

次世代を担う人づくりを強化する 193 23.5%

地域全体で子育てをサポートするしくみ・体制を整える 288 35.0%

環境と市民生活の共生・調和に向けた取り組みを推進する 173 21.0%

合　計 2,309 -

割合＝回答数／回答者数（n=823）
※3つ未満の回答をした回答者の回答も含む。  

42.3%

33.2%

18.8%

27.8%

29.3%

31.2%

18.5%

23.5%

35.0%

21.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

地域全体で地域の安心・安全を守る取り組みを進める

最低限度の生活の保障（セーフティネット）を整える

市民相互の支え合いを強化する

都市生活基盤を整備する

地域の雇用や活性化につながる産業の振興を推進する

「事後対策型」から「予防・自立支援型」への転換を図る

地域で生きがいをもって活躍するための場・しくみを整える

次世代を担う人づくりを強化する

地域全体で子育てをサポートするしくみ・体制を整える

環境と市民生活の共生・調和に向けた取り組みを推進する

割合＝回答数／回答者数（n=823）
※3つ未満の回答をした回答者の回答も含む。

 

 最も多いのは「地域全体で地域の安心･安全を守る取り組みを進める」の 348 件（42.3％）、次いで「地

域全体で子育てをサポートするしくみ・体制を整える」の 288 件（35.0％）、「最低限度の生活の保障

（セーフティネット）を整える」の 273 件（33.2％）、「「事後対策型」から「予防･自立支援型」への

転換を図る」の 257 件（31.2％）、「地域の雇用や活性化につながる産業の振興を推進する」の 241 件

（29.3％）、「都市生活基盤を整備する」の 229 件（27.8％）となっています。 

■今後重要となる取り組み 

【Ｈ２５】 
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回答数 割合

地域全体で地域の安心・安全を守る取り組みを進める 309 37.5%

最低限度の生活の保障（セーフティネット）を整える 308 37.4%

市民相互の支え合いを強化する 164 19.9%

都市生活基盤を整備する 228 27.7%

地域の雇用や活性化につながる産業の振興を推進する 224 27.2%

「事後対策型」から「予防・自立支援型」への転換を図る 297 36.0%

地域で生きがいをもって活躍するための場・しくみを整える 114 13.8%

次世代を担う人づくりを強化する 157 19.1%

地域全体で子育てをサポートするしくみ・体制を整える 288 35.0%

環境と市民生活の共生・調和に向けた取り組みを推進する 206 25.0%

合　計 2,295 -

割合＝回答数／回答者数（n=824）
※3つ未満の回答をした回答者の回答も含む。  

37.5%

37.4%

19.9%

27.7%

27.2%

36.0%

13.8%

19.1%

35.0%

25.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

地域全体で地域の安心・安全を守る取り組みを進める

最低限度の生活の保障（セーフティネット）を整える

市民相互の支え合いを強化する

都市生活基盤を整備する

地域の雇用や活性化につながる産業の振興を推進する

「事後対策型」から「予防・自立支援型」への転換を図る

地域で生きがいをもって活躍するための場・しくみを整える

次世代を担う人づくりを強化する

地域全体で子育てをサポートするしくみ・体制を整える

環境と市民生活の共生・調和に向けた取り組みを推進する

割合＝回答数／回答者数（n=824）
※3つ未満の回答をした回答者の回答も含む。

 

 

【Ｈ２２】 
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上位５位の取組み
１位 ２位 ３位 ４位 ５位

H22

地域全体で地域
の安心・安全を守
る取り組みを進め
る

最低限度の生活
の保障（セーフ
ティネット）を整え
る

「事後対策型」か
ら「予防・自立支
援型」への転換を
図る

地域全体で子育
てをサポートする
しくみ・体制を整
える

都市生活基盤を
整備する

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

H25

地域全体で地域
の安心・安全を守
る取り組みを進め
る

地域全体で子育
てをサポートする
しくみ・体制を整
える

最低限度の生活
の保障（セーフ
ティネット）を整え
る

「事後対策型」か
ら「予防・自立支
援型」への転換を
図る

地域の雇用や活
性化につながる
産業の振興を推
進する  

 

 H22 調査と比較すると、H22 調査では第 4 位であった「地域全体で子育てをサポートするしくみ・体

制を整える」が第 2 位となっています。また、H22 調査で第 5 位であった「都市生活基盤を整備する」

が第 6 位となり、代わって「地域の雇用や活性化につながる産業の振興を推進する」が第 5 位となっ

ています。 

 

 

 

 

 



 39 

５．「男女共同参画」について 

 

問５(１) 社会全体として、男女の地位は平等になっていると思いますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最も多いのは、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の 47.0％、次いで「わからない」の 21.4％、

「平等である」の 15.6％となっています。 

 「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計は、

53.9％である一方、「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されて

いる」の合計は、6.5％となっています。また「平等である」の回答は 15.6％となっています。 

 

 

 

 

問５(２) 江南市が「男女共同参画宣言都市」であることを知っていますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「知っている」が 27.2％、「知らない」が 70.1％となっています。 

■平等意識 

■「男女共同参画都市」の認知度 

回答数 構成比
男性の方が非常に優
遇されている

57 6.9%

どちらかといえば男性
の方が優遇されている

387 47.0%

平等である 128 15.6%

どちらかといえば女性
の方が優遇されている

38 4.6%

女性の方が非常に優
遇されている

16 1.9%

わからない 176 21.4%

無回答 21 2.6%

合　計 823 100.0%

平等である
15.6%

どちらかといえば
女性の方が優遇

されている
4.6%

女性の方が非常
に優遇されている

1.9%

わからない
21.4%

無回答
2.6%

男性の方が非常
に優遇されている

6.9%

どちらかといえば
男性の方が優遇

されている
47.0%

回答数 構成比

知っている 224 27.2%

知らない 577 70.1%

無回答 22 2.7%

合　計 823 100.0%

知らない
70.1%

無回答
2.7%

知っている
27.2%

平等である
15.6%

どちらかといえば
女性の方が優遇

されている
4.6%

女性の方が非常に
優遇されている

1.9%

わからない
21.4%

無回答
2.6%

男性の方が非常に
優遇されている

6.9%

どちらかといえば
男性の方が優遇

されている
47.0%
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６．「老人クラブ」について 

 

問６(１) 老人クラブを知っていますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「名前と活動内容ともに知っている」が 18.5％、「名前のみ知っている」が 52.2％、「どちらも知らな

い」が 27.2％となっています。 

 

 

■認知度 

回答数 構成比
名前と活動内容ともに
知っている

152 18.5%

名前のみ知っている 430 52.2%

どちらも知らない 224 27.2%

無回答 17 2.1%

合　計 823 100.0%

名前のみ知って
いる
53%

どちらも知らない
27%

無回答
2% 名前と活動内容

ともに知っている
18%

どちらも知らない
27.2%

無回答
2.1%

名前のみ
知っている

52.2%

名前と活動内容
ともに知っている

18.5%
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問６(２) 高齢化が急速に進む一方、老人クラブの加入率は年々低下しています。今後、老人クラブを活性化するために、どの

ような取り組みが効果的だと思いますか。（３つまで選択） 

回答数 割合

441 53.6%

283 34.4%

85 10.3%

331 40.2%

319 38.8%

447 54.3%

119 14.5%

42 5.1%

2,067 -

割合＝回答数／回答者数（n=823)

社会貢献につながる活動を積極
的に行う
６０歳台の知識や経験を活かすこ
とのできる活動を行う

老人クラブの活動内容を広くＰＲす
る

「老人クラブ」の名称を変える

新規会員の勧誘を積極的に行う

世代間交流のある活動を積極的
に行う

行政が積極的に勧誘方法やリー
ダー育成等の支援を行う

合　計

その他

 

53.6%

34.4%

10.3%

40.2%

38.8%

54.3%

14.5%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

老人クラブの活動内容を広くＰＲする

「老人クラブ」の名称を変える

新規会員の勧誘を積極的に行う

世代間交流のある活動を積極的に行う

社会貢献につながる活動を積極的に行う

６０歳台の知識や経験を活かすことので
きる活動を行う

行政が積極的に勧誘方法やリーダー育
成等の支援を行う

その他

割合＝回答数／回答者数（n=823)
 

 

 最も多いのは「60 歳台の知識や経験を活かすことのできる活動を行う」の 447 件（54.3％）、次いで「老

人クラブの活動内容を広く PR する」の 441 件（53.6％）となっており、これらの選択肢は回答者の 5

割以上に選択されています。 

 その他として、必要性がわからない（5 件）、加入年齢を上げる（2 件）、一人でも参加しやすいクラブ

にする（1 件）などの回答がありました。 

 

■活性化の取り組み 
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７．「子ども会」について 

 

問７(１) 子ども会は地域との繋がりや異年齢の子ども同士が関わりを持てる場として親しまれてきましたが、近年その数は 

減少傾向にあります。時代が変化してきている中、今後も子ども会は必要と考えますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「必要である」が 55.0％、「どちらとも言えない」が 24.4％、「必要でない」が 8.9%となっています。 

 

 

 

 

問７(２)必要と考えない理由は何ですか。（１つ選択） 

※問 7（１）で「必要でない」を選んだ人が回答。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最も多いのは「親への負担が生じるから」の 35.6％、次いで「子ども会に魅力を感じないから」の 34.2％、

となっています。 

 「その他」として、子どもの数が少ないので成立しない（2 件）、目的がわからない（1 件）、個人の生

活パターンが多様化して関わりが持てない（1 件）などがありました。 

■必要性 

■必要でない理由 

回答数 構成比

必要である 453 55.0%

どちらとも言えない 201 24.4%

必要でない 73 8.9%

わからない 76 9.2%

無回答 20 2.4%

合　計 823 100.0%

回答数 構成比

26 35.6%

4 5.5%

25 34.2%

3 4.1%

2 2.7%

8 11.0%

5 6.8%

73 100.0%

特に理由はない

その他

無回答

合　計

親への負担が生じるから

子どもの習い事などが忙しく参加
できないから

子ども会に魅力を感じないから

地域や子ども同士の関わりを必要
としていないから

親への負担が
生じるから, 26

子どもの習い事
などが忙しく参
加できないから,

4

子ども会に魅力
を感じないから,

25

地域や子ども同
士の関わりを必
要としていない

から, 3

特に理由はない,
2

その他, 8

無回答, 5

どちらとも
言えない
 24.4%

必要でない 8.9%

わからない 9.2%

無回答 2.4%

必要である
55.0%

その他
11.0%

無回答
6.8%

特に理由は
ない
2.7%

地域や子ど
も同士の

関わりを必要
としていない

から
4.1% 子ども会

に魅力を
感じないから

34.2%

親への負担
が生じるから

35.6%

子どもの
習い事など

が忙しく参加
できないから

5.5%
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８．「公共施設の使用料、行政サービスの手数料のあり方」について 

 

問８(１) 現在の、公共施設の使用料や行政サービスの手数料の金額について、どのように思われますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「高い」が 16.9%、「適当である」が 43.1％、「安い」が 3.5%、「わからない」が 35.5%となっていま

す。 

 

 

 

 

問８(２) 今後、施設やサービスを長く利用するために、現在の使用料・手数料の見直しをすることについて、あなたのお考えに近

いものはどれですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最も多いのは「受益者負担を原則とし、必要であれば料金の値上げもやむを得ない」の 42.0％、次い

で「受益者負担を原則とするが、サービス水準を抑えることで、料金を据え置くべきである」の 32.4％、

「税金を投入することでサービス水準を現状のまま維持し、料金は据え置くべきである」の 18.8％と

なっています。 

 「その他」として、民間へ委託（4 件）、施設やサービスがニーズに合っているか検討（3 件）、人件費

の見直し（3 件）などの回答がありました。 

■使用料・手数料の金額 

■使用料・手数料の見直しに対する考え方 

回答数 構成比

高い 139 16.9%

適当である 355 43.1%

安い 29 3.5%

わからない 292 35.5%

無回答 8 1.0%

合　計 823 100.0%

回答数 構成比

346 42.0%

267 32.4%

155 18.8%

35 4.3%

20 2.4%

823 100.0%

無回答

合　計

受益者負担を原則とし、必要であ
れば料金の値上げもやむを得ない

受益者負担を原則とするが、サー
ビス水準を抑えることで、料金を据
え置くべきである

税金を投入することでサービス水
準を現状のまま維持し、料金は据
え置くべきである

その他

43%

32%

19%

4% 2%
42.0%

32.4%

18.8%

4.3% 2.4%
その他 

無回答 

 

受益者負担を原則と
し、必要であれば 
料金の値上げもや

むを得ない 

42.0% 

 

受益者負担を原則とする
が、サービス水準を抑え
ることで、料金を据え置く

べきである 

32.4% 

 

税金を投入することで
サービス水準を現状
のまま維持し、料金

は据え置くべきである 

18.8% 

安い 3.5% 適当である
43.1%

わからない
35.5%

高い 16.9%
無回答 1.0%



 44 

 

問８(３) 現在、無料となっている施設やサービスについて、どのように思われますか。（１つ選択） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最も多いのは「施設やサービスに応じて、一部を有料化すべきである」の 58.6％、次いで「無料のま

までよい」の 28.6％、「有料の施設やサービスとの公平性を保つため、すべて有料化すべきである」の

8.1％となっています。 

 「その他」として、民間委託（2 件）、無料で良いが管理に利用者自身が協力するよう要求する（1 件）

利用料金の算出基準が不透明（1 件）などの回答がありました。 

 

■無料となっている施設・サービスに対する考え方 

回答数 構成比

67 8.1%

482 58.6%

235 28.6%

15 1.8%

24 2.9%

823 100.0%合　計

その他

無回答

有料の施設やサービスとの公平性
を保つため、すべて有料化すべき
である

施設やサービスに応じて、一部を
有料化すべきである

無料のままでよい

施設やサービス
に応じて、一部を

有料化すべき
である
58%

有料の施設
やサービスとの
公平性を保つた

め、すべて有料化
すべきである

8%
無料のままで

よい
29%

無回答
3%

その他
2%
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９．ご意見・ご提案 

自由意見は回答者全体の約 37％から回答がありました。寄せられた意見を分類すると、「産業（商工業・農

業・観光・雇用）に関する意見」、｢まちづくり（駅・公共施設・都市計画など）に関する意見｣、「道路・河川

に関する意見」、「生涯学習・文化・スポーツに関する意見」、「行財政運営・職員・税に関する意見」などが多

くなっています（1 人の意見が複数の項目にわたる場合は、意見を項目ごとに分割してカウントしています）。 

 

主な意見 

 

■防災・防犯・治安に関する意見（22 件） 

・災害発生時の緊急放送の音が聞こえにくいなど、災害時の対応が不安。 

・街路灯が少なく、夜が暗くて怖い。 

・バイク等の騒音・暴走を取り締まってほしい。 

 

■交通安全に関する意見（16 件） 

・歩行者と自転車の道路が区切られておらず危険。 

・子どもの通学路が危険で心配。 

 

■窓口・行政サービスに関する意見（19 件） 

・行政サービスが受けられる時間を柔軟にしてほしい（土日窓口やコンビニでの手続き等）。 

・市職員の応対の印象が悪い。 

 

■公共交通に関する意見（21 件） 

・バスの本数を増やしてほしい。運行ルートを検討してほしい。 

・どこでも乗れてどこでも降りられる巡回バスがほしい。いこまいＣＡＲに近いサービスができるとよい。 

・高齢者のための交通網を考えてほしい。 

 

■産業（商工業・農業・観光・雇用）に関する意見（35 件） 

・商店街を活性化してほしい。 

・近所にスーパーやコンビニがなく、買い物が不便。 

・Ｂ級グルメや江南市の名物になるものがあるとよい。 

・企業を積極的に誘致するなど、市内での雇用を増加してほしい。 

 

■自然環境・生活環境に関する意見（16 件） 

・使用していない土地が荒れている。野焼きが迷惑。 

・ごみのポイ捨て、不法投棄を取り締まってほしい。 

 

■ごみに関する意見（21 件） 

・不燃ごみの回収日を増やしてほしい。 

・ごみ集積所のカラスの被害が多い。 

 

■高齢者に関する意見（5 件） 

・元気な高齢者の人達が、社会的・公共的なボランティアが出来ると良いと思う。 

・江南市が高齢者にも住みやすい街になっていくことを期待する。 

 

■子育てに関する意見（24 件） 

・医療費無料の対象年齢を引き上げてほしい。小中学生の医療費負担を軽減してほしい。 

・一時預りや延長保育を改善してほしい。 

・学童保育の対象年齢を引き上げてほしい。 

 

■医療・福祉全般に関する意見（5 件） 

・知的障害入所施設に税金をもっと投入してほしい。 

・生活困窮者支援のための政策に税金を使うべき。 
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■まちづくり（駅・公共施設・都市計画など）に関する意見（43 件） 

・駅周辺に商業施設ができると便利になり、まちが元気になるのでは。 

・駅前の駐輪場が狭くて不便。駐輪場を増やしてほしい。 

・公共施設の配置が地域によって偏っている。 

・道が狭くて分かりにくい。工場や大規模店の参入も困難。 

 

■道路・河川に関する意見（32 件） 

・道路幅が狭く通行しにくい。行き止まりの道が多い。整備が遅れている。 

・側溝に蓋をしてほしい。 

・川の清掃をしてほしい。 

 

■公園・緑化に関する意見（23 件） 

・子どもたちが歩いて行き、安心して遊ぶことのできる公園を整備してほしい。 

・木曽川左岸はよく整備されているので、もっと周知してはどうか。 

 

■上下水道に関する意見（18 件） 

・大雨ごとに周辺道路が冠水して困る。 

・下水道整備を急ぐべき。 

 

■教育に関する意見（6 件） 

・小学校、中学校の教員の質の向上に力を入れてほしい。 

・支援学級における教育・環境が進んでいないので、改善してほしい。 

 

■生涯学習・文化・スポーツに関する意見（31 件） 

・図書館への交通の便が悪い。駅の近くなど便利なところに図書館を作ってほしい。 

・図書館の本や設備を充実させてほしい。 

・スポーツジム等の設備を充実させてほしい。 

 

■市民協働・自治会活動などに関する意見（8 件） 

・隣人どうしで見守り合いを強化したい。 

・世代を超えたつながりの広がるまちづくりをしてほしい。 

 

■広報・広聴に関する意見（10 件） 

・行政サービスや市の取り組みをもっとＰＲしてはどうか。 

・市民の声を直接きくことができるような場、機会をつくるべき。 

 

■行財政運営・職員・税に関する意見（37 件） 

・税金の負担が大きく、高いと感じる。 

・経費節減を進めるべき。税金を有効に使ってほしい。 

・市職員の資質向上と意識改革をしてほしい。 

・市長のリーダーシップが必要。市長にもっと江南市のことを PR してほしい。 

 

■議員・議会に関する意見（4 件） 

・議員を減らすべき。 

・議員の任期は、3 期以内と決めるべき。 

 

■その他（26 件） 

・他県の市より収入の少ない江南市だが、全体として住み良いまちだと思う。 

・これからも安全できれいな街づくりを続けてほしい。 

 

■アンケートに関する意見（10 件） 

・今回のアンケート記入で自分自身も市の政策に関心を持たねば、と反省した。 

・もう少し分かりやすい調査票としてほしい。 

・30 代、40 代の人の意見をもっと聞いてほしい。 
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Ⅲ．調査票 
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